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18：30 運営委員会の茂木副委員長（個人会員）、江下副委員長
（バーニッシュ）の司会により開宴となり、最初に石野副会長が
年頭の挨拶を述べられる。

続いてご来賓の方々を代表し、経済産業省 商務情報政策局 文化
情報関連産業課 課長補佐 望月 孝洋氏が挨拶される。

続いて乾杯となり、関連団体を代表して一般社団法人日本オーデ
ィオ協会会長 校條 亮治氏により乾杯の発声が行われ、歓談の時
間となる。
正会員、賛助会員の他にもJAPRSに関連する10団体からの招待者
が加わり、会場の所々で歓談の輪が出来る。

続いて平成24年度、個人正会員として、ご入会いただいた高田 英男様、賛助会員として
ご入会いただいたヒビノインターサウンド株式会社の会員代表者、榎本 隆二様と佐居
宗文様、株式会社オーディオテクニカの会員代表者、大田 祐平様と市川 努様、ゼンハ
イザージャパン株式会社の会員代表者、佐藤 満様が壇上に上がり、入会された皆様を代
表して、個人正会員、高田 英男様にご挨拶と中〆をお願いしました。
20：30 無事に終了することが出来ました。

石野副会長

経済産業省商務情報政策局
文化情報関連産業課
課長補佐　望月孝洋氏

一般社団法人日本オーディオ協会
会長校條亮治氏

高田英男氏

平成25年JAPRS新年会

１月22日（火）、平成25年JAPRS新年会が開催されました。本年は、昨年に続き元赤
坂・明治記念館 １F「末広」に於いて121名の参加者により実施されました。
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去る２月20日（水）～２月21日（木）に、大阪地区のJAPRS賛助会員に加盟している
専門学校３校合同で、恒例となりました特別レコーディングセミナーが開催されまし
た。
参加校はキャットミュージックカレッジ専門学校（以下CAT）、ビジュアルアーツ

専門学校大阪（以下VAO）、専門学校ESPエンタテインメント（以下ESP）の３校で、
この３校での合同開催は今年で６回目となります。特別講師として吉田 保氏をお招き
して、スタジオでのマイクセッティング、レコーディング作業からミックスダウンま
で、録音制作の全過程をレクチャーしていただく濃い内容となっております。
今回のセミナースケジュールは１日目にCATのスタジオを使用してレコーディン

グ、２日目の午前にESP、午後からはVAOのスタジオにてそれぞれミックスダウンの
セミナーという流れで行なわれました。教材楽曲は午前の部がフィル･コリンズの
「Easy Lover」、午後の部がアースウィンド＆ファイヤーの「September」となってお
り、午前と午後で違う楽曲を題材として取り上げました。

■１日目　レコーディングセミナー
レコーディング当日、CATのスタ

ジオには３校の学生18名が午前の部
に参加しました。簡単な挨拶があっ
た後、早速マイクのセッティングに
取り掛かるということで、全員でブ
ース内に移動し、マイクの選び方や
セッティング方法、収音のポイント
などについての丁寧な解説がありま
した。学生たちはメモを取りながら
真剣に吉田さんの説明に聞き入って
いました。
マイクのセッティングが終わるとコントロールルームに戻り、いよいよレコーディ

ングセッションの開始です。今回もドラム、ベース、ギター、キーボードの４リズム
とヴォーカルの同時録音という形でレコーディングがスタートしました。CATのスタ
ジオシステムはAvidのICONが中枢に据えられているため、ミキサーの使用は無く
AvidのPREを用いての録音となりました。
吉田さんは慣れた手つきでサウンドチェック～レコーディングと順調に作業を進行

させていきます。ベーシック録音からダビングへと作業が進む中、それぞれのポイン
トでHAでの録音レベルの設定や、Pro Tools内でEQを使用してモニターする場合のレ
イテンシーに関する注意、モニターバランスの取り方や、出来上がりをイメージした
録音作業の進め方、さらにはミュージシャンとのコミュニケーションの重要性など、
非常に有意義なレクチャーをしていただけました。13時に全ての録音を終え、午前の
部のセミナーが終了となりました。14時00分から午後の部がスタートし、14名の学生

専門学校委員会　大阪地区レコーディングセミナー報告

専門学校ESPエンタテインメント
今村 典也
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が参加し、午前の部と同様に充実した内容のセミナーが行なわれました。
午前の部も午後の部も、卓の前に座って作業する吉田さんを多くの学生たちが取り

込むような状態になって、吉田さんの作業の一つ一つを見逃さないように真剣な眼差
しでセミナーを受講していたのが印象的でした。

■２日目　ミックスダウンセミナー
翌日の２日目の午前の部はESPのスタジオに移動してのミックスダウンセミナーで

す。このスタジオもICONシステムを採用しており、ミキサーは使用せずにPro Tools
内部でのミックス作業となりました。スタジオ正面の大型ディスプレイに作業中のPC
の画面を映し出し、実際にPC上でどのような作業が行なわれているかを学生にも見え
るような形にしてセミナーはスタートしました。
吉田さんから基本的なミックスダウンの流れとして、まずベースのレベル設定の話

があり、このベースの音量が最終的なミックスレベルの基準になるため重要だとおっ
しゃっておられました。そこから次々とミックスダウンの作業に取り掛かるのですが、
録音時にある程度EQやコンプなどの音作りがされていましたので、驚くほど早くバラ
ンスが取られていきます。１時間程度でドラム、ベース、ギター、キーボードのバラ
ンスが決まっていき、その後ヴォーカルやコーラスといったメローディー・ハーモニ
ーのパートに移行していきます。
コンプやEQ、リバーブなどのエフェクト処理も必要最低限の設定で、的確に処置さ

れていくため、作業内容とエフェクトの効果が非常に分かりやすく、学生たちもよく
理解できたと思います。
最終的に２ミックスのレベル調整と音圧感、マスタリングの話などもレクチャーし

ていただき、２ミックスをバウンスしてミックスが終了となりました。その後、学生
からの質問にも丁寧に答えていただき、非常に内容の濃い充実したセミナーとなりま
した。
午後の部はVAOのスタジオに移動して開催されました。こちらはSSLのAWS948ミ

キサーがあるのですが、やはりPro Tools内部でのミックスとなりました。セミナー内
容は午前の部と同様の流れでスムーズに進行し、２日間の特別セミナーが無事終了し
ました。後日、学生たちから提出させたレポートでもレコーディングに対するモチベ
ーションが上がったことや目の前で行なわれたプロの仕事に対する感動がひしひしと
伝わってきました。
関西では商業スタジオの数も少な

く、プロの現場に触れる機会も余りあ
りません。そういう状況の中、毎年学
生たちのために来阪してくださる吉田
さんには感謝の念が堪えません。来年
も３校で協力して合同開催できるよう
意見調整を進めていきたいと考えてお
ります。今後とも関係者の皆様には
JAPRSの活動の一環として、関西地区
の学生のためご協力頂けます様よろし
くお願い致します。
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2013年JAPRS新プロ・エンジニア研修会レポート

２月24日（日）、今年度は東京都しごとセンター地下２階講堂に於いて、専門学校委
員会の主催により「2013年JAPRS新プロ・エンジニア研修会」が開催されました。
この研修会は、これから音楽スタジオ業界に就職を目指すJAPRS賛助会員専門学校

１年生を対象とし、エンジニアという仕事について、また望まれる人材と仕事の現状
を講義形式で学ぶ研修会で、今回が第13回目の開催となりました。
今回は参加予定者101名のところ93名が参加、（内訳は仙台20名、東京63名、名古屋

３名、大阪７名）エンジニアという職種に対する関心の高さが伺えました。
当日は、13：00に専門学校委員会担当者10名、事務局員３名が東京都しごとセンタ

ーに集合し、13：30からの参加者受付に備え、準備を開始しました。

会場の準備もスムーズに行われ、参加学
生も着席し予定どおり13：45より脇田 副
委員長の司会のもと、研修会が開始されま
した。
講師の講演に先立ち、内沼会長より

JAPRSの活動内容、研修会の目的等が説明
された後、以下の内容で各講師により講義
が行われました。

内沼会長脇田副委員長



１．「レコーディングスタジオとは」
目等 進氏（株）フリーダムスタジオ

２．「エンジニアの魅力と望まれる人材像」
吉田委員長

３．「現役アシスタントエンジニア特別コーナー」
コーナー司会：脇田副委員長
アシスタントエンジニア：
小沢 明日香氏　　サウンドインスタジオ

東放学園音響専門学校 OG
島田 枝里花氏　　エービーエス レコーディング

専門学校名古屋ビジュアルアーツ OG
石 光孝氏　　　　LAB recorders

バークリー音楽大学OB
谷村 浩一郎氏　　サウンド・シティ

東放学園音響専門学校ＯＢ

４．「資格認定制度について」
井良沢副委員長

５．「専門学校委員会からのインフォメーション」
脇田副委員長

今回は東京地区以外では、仙台、名古屋、大阪からの参加者がありました。
７月と９月に実施される技術認定試験へのチャレンジも含め、この研修会に参加し

た学生達が１人でも多く、スタジオでアシスタントエンジニアとしてスタートされる
ことを願っています。
ご協力いただいた講師の皆様、現役アシスタントエンジニアの方々およびスタッフ

の方々に心より御礼申し上げます。
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吉田委員長株式会社フリーダムスタジオ
目等進氏
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３月４日（月）にオーディオテクニカ社のテクニカハウス１Ｆ アストロスタジオで
おこなわれたマイクロホンセミナーでは多数のスタジオ関係者、メンテナンスを担当
している方が参加しており、ほぼ満席となる盛況ぶりでした。

１部ではオーディオテクニカ社から今までに発売されたマイク
の紹介に加え、新しく発売されたフラッグシップモデルの
AT5040の紹介、２部ではゼンハイザー社の年代ごとのマイク紹
介、３部ではAKGのマイク修理の第一人者である西村友三郎氏
によるマイクロホンの修理について説明がおこなわれました。
１部のオーディオテクニカ社のマイクロホン紹介では、資料を

もとに今までの商品ラインナップの紹介がおこなわれましたが、
その時間のほとんどはAT5040の紹介でした。１月末に発売され
たAT5040の構造についての詳細解説がおこ

なわれ、その中でフラッグシップモデルとしての自信が伺えまし
た。最大の特徴である長方形の4枚のダイアフラムは、オーディオ
テクニカ社の持つ、フィルム上に立体の波の形を成型し表面積を
増やすウェーブ構造の技術に加え、その小さなウェーブ構造をハ

ニカム模様に配置し、さらに表面積を稼ぐこ
とに成功したと説明がありました。ダイアフ
ラム表面のフィルムに加工を施した場合、テ
ンションで加工部分が伸びるのでは、と思い
ましたが、ダイアフラムフィルムにテンショ
ンをかけた状態で貼り、そのうえでウェーブの形に金を蒸着させ
ているとのことなので、その行程がオーディオテクニカ社ならで
はの培われた技術としてAT5040に搭載されているとのことでし
た。実音はその場では聴くことができませんでしたが、Inter
BEEでのデモ機ではS/Nの良さが素晴らしく、ダイアフラムの特

徴だとお聞きしたので、その技術の賜物だったのではないかと思います。他にもマグ
ネットを使用したC型のマイクホルダーはワンタッチで丸型のボディを固定することが
可能で、ロックをかけると、ホルダー自体に負荷をかけても外れることはなく、強力
に保持されている印象を受けました。付け替えの簡易さは、スタ
ジオ業務にとって大変優れた機能です。今後も継続して素晴らし
いマイクを提供していただきたいと思います。

２部のゼンハイザー社のマイク紹介ではMDシリーズやevolu-
tionシリーズ、8000シリーズの特徴を資料に沿って解説。MD421
に関する記述が多く、内部の展開図に加え、各リビジョンでの見
分け方も紹介され、ゼンハイザーを代表するマイクなのだと改め
て感じました。現在PAの現場で見かけることが多いevolutionシ

マイクロホンセミナーレポート

株式会社フリーダムスタジオ
山口 諒

技術委員会・清水委員長

株式会社オーディオテクニカ
商品企画部プロオーディオ企画課

小諸浩和氏

株式会社オーディオテクニカ
成瀬技術部技術3課

マネージャー沖田潮人氏

ゼンハイザージャパン株式会社
営業部セールスマネージャー

佐藤満氏



リーズも今年に入ってevolution900シリーズとしてre-bootすることになり、ゼンハイ
ザー社も新製品に力を入れている印象を受けました。また、デジタルのコンバータを
使ったデジタルマイクでの収録実績も紹介されていて、今後の動向が気になるところ
です。本国でのNeumann買収に関わるところは説明がありませんでしたが、国内での
保守や代理店業務も移管されたため、マイクロホンに対して幅広く対応できるように
なるのではないかと、個人的には期待感を持っています。

３部では西村 友三郎氏によるAKGのマイク修理についてのお話を伺いました。まず
西村氏の経歴、そして修理する際に心がける事を話されました。西村氏は元々所属さ
れていた会社で、AKGの代理店販売業務のマイク修理を担当されていて、後々AKG専
門のリペアマンとしてご活躍され、今でもAKG社からのパーツ供給を受け、個人で修
理を継続されているそうです。マイクを修理する際には、構造を把握し、どこにどの
ネジが使われていたかなどの詳細を記憶しながら直すことが第一であり、分解、組み
立ての際にネジが余ったり、もしくは長さが違っていたりすると、構造次第では小さ
な基板のどこかに短絡してしまうこともあり、初歩的ではありますが、大事なことだ

と話されていました。他にも修理の際はなるべく元の形を保持
して修理をする方向で考えているそうで、コンデンサなどの劣
化するパーツも、特性測定でよほど問題がない限り交換しない
のだと思います。通常修理の際には劣化パーツは交換しておく
ことが、その後のトラブルを防ぐのに有効なのですが、オリジ
ナルの音質を大事に修理しているのだと感じました。
またマイクメンテナンスに重要なカプセルの洗浄、蒸留水、

もしくは真水を使って毛先の柔らかな画才用の筆を使っての洗
浄も話題に挙りました。AKG、Neumannなど、メーカーによってカプセル表面のフィ
ルムへの金の蒸着具合に差があるため、洗浄の加減によっては金が剥がれ、最悪音が
出ないこともあるので、経験がなければリペアできる人に頼むべき、との事でした。
実際カプセルにまつわるトラブルは多いので、スタジオとしても気になるところです
が、その分知識も必要なことでもあるので、自信がなければ触らないことのほうが賢
明なのでしょう。実際、カプセルフィルムを固定しているネジがあるのですが、それ
を締め直したり、緩めることでテンションが変わってしまい、使い物にならなくなっ
た例も聞いています。

今回のマイクロホンセミナーで、今後マイクロホンはヴィンテージの古いものから
順に、部品の供給の少なさから修理や状態維持が難しくなっていく一方、専門の修理
者の技術とスタジオでの保守や簡易的なメンテナンスで、現存するものを大事に使っ
ていく必要があるとともに、紹介にあったような代替、もしくはそれを超える新しい
マイクの選定や使用法の追求にも力を入れていかなければならないのではないか、と
いう感想を持ちました。
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西村友三郎氏
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４月６日（土）14：00～18：00、NHK放送センター　CR-505スタジオにおいて
JAPRS/NHK/民放連 技術交流会が開催された。
今回のテーマは「ラウドネスの運用および実際の制作」で以下の内容、講師により

解説が行われた。

Ⅰ．ラウドネスの仕組
Ⅱ．ラウドネスの運用
Ⅲ．民放連、NHKの実例
講師：岡本 幹彦氏／日本放送協会　放送技術局 制作技術センター

番組制作技術部 専任部長
小野 良太氏／日本放送協会　放送技術局 制作技術センター

番組制作技術部 専任エンジニア
松永 英一氏／株式会社フジテレビジョン 技術局 制作技術センター

制作技術部 エグゼクティブ・エンジニア

ラウドネスに関しては2007年くらいから議論されて来たが、2011年にITU-R
（International Telecommunication Union Radiocommunications Sector）がBS.1770
（測定アルゴリズム）、BS.1771（メータ）、BS.1864（運用基準）を策定したことからラ
ウドネスの考え方が世界の各放送局で採用されるようになった。
なおBSはBroadcasting Service（Sound）という意味である。
またITU-Rの勧告を受けて日本のARIB（電波産業界）がTR-B32、デジタルテレビ

放送におけるラウドネス運用規定を策定した。
デジタルTV放送を行っている放送局はARIBの勧告にしたがって番組制作を行わな

ければならない。
今年４月から本格的にNHK、民放ともARIB TR-B32にしたがってラウドネスメータ

を用いてレベル管理を行った番組制作をスタートさせた。

ここでは各講師からの講義内容をかいつまんで解説する。

JAPRS/NHK/民放連技術交流会レポート

株式会社dream window
深田 晃



ラウドネスメーターの基礎

まずなぜ「ラウドネス」なのか？という疑問についておさらいすると、
１）TV放送がデジタル化した事により従来のアナログ放送で行われていた変調という
問題がなくなり物理的には0dBFSまでレベルを上げる事が可能になった。
２）従来から問題になっていたTVの番組間レベル差やCMとのレベル差がより拡大す
るのではないかという危惧
が基礎になっている。
そしてデジタルになると従来のVUメータによるレベル管理は非常に困難になるため

新しいレベル管理の基準が求められ定量的に音量レベルを測定する方法として「ラウ
ドネス」が着目された。

「ラウドネス」は人が感じる大きさであるから、VU計などの物理量（電圧）とは異
なり心理的な感覚量になる。
心理的な音量を測定するためには人の耳の感度と周波数の関係を示したISO226

（2003）の等ラウドネス曲線と聴覚のマスキング特性を考慮する必要がある。ITU-Rの
BS.1770ではそのラウドネス測定アルゴリズムが策定されBS.1771でメータに関する規
定が行われたためラウドネスメータが各社から発売されるようになった。

ラウドネス測定アルゴリズムのブロックダイアグラムは下図のようになる。

入力された信号は人の耳の感
度に合うように「K特性フィル
ター」を通してから信号処理を
行っている。このフィルターは
図のようなカーブになり、これ
をK特性カーブと呼ぶ。
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K特性フィルタ

K特性フィルタ

K特性フィルタ

K特性フィルタ

K特性フィルタ

二乗平均

二乗平均

二乗平均

二乗平均

二乗平均

測定
ラウドネス
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サラウンドの場合は前方と後方で人が感じる心理量が異なるため、リアチャンネル
には重み付けが行われている。前方 L/C/R が1.0 に対して後方 Ls/RSは x 1.41となる。

また、ある一定時間内に同じ大きさの短い音が５回ある場合と３回ある場合ではラ
ウドネスの表示レベルが違ってしまう。これは無音部分もレベルとして感知している
からでこれをなくすためにゲーティングという処理を行う。ブロックダイアグラムの
最後の部分である。
ゲーテイングには絶対ゲーティングと相対ゲーティングがあ

り、前者は無音に近い部分を除去するのに対して後者は相対的
に小さい部分を除去する。
実際には音には様々な要素があるので絶対ゲーティング後の

平均ラウドネスから10dB低い所をゲーティング処理する相対ゲ
ーティングが行われている。

ラウドネスで用いられる単位としてITUではLKFS（Loudness
K-weighting Full Scale）を用いている。LKFSは録音データの
ラウドネスレベルを表す単位である。なおEBUではLUFS（Loudness Unit Full-Scale)
を提唱している。

ITU-RまたARIBで規定されているターゲットラウドネスレベルは-24LKFSである。
ARIBでは番組の平均ラウドネス値の運用上の許容範囲をターゲットラウドネスレベ
ル±1dBとしている。例外として「創造的な制作要求」が最優先される場合はターゲ
ットラウドネス値を下回る値を目標として制作することができる。

実際に計測を行うと1kHz/-24dBFS=-24LKFSになる。

ラウドネスメータによるラウドネスの測定は番組全体の中での監視になり、これが
-24LKFSになればいい（ロングターム）が、ラウドネスをリアルタイムで監視する目
的ではショートターム、モメンタリーを用いる。
ショートタームは３秒、モメンタリーは400msでの値となる。

番組制作ではVU計のようにショートタームやモメンタリーで刻々と変化するレベル
を監視しながらトータルで-24dBLKFSに合わせて行くことになる。

日本放送協会
小野良太氏
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ラウドネスの運用について

１）NHK
NHKはNHKの技術基準がありそれに従って番組制作を行っている。
・ラウドネス運用基準　　番組の平均ラウドネス値　-24LKFS（許容範囲±1LKFS）
-28LKFS未満の場合は理由を明記する。
・通常のレベルの目安（NHK独自基準）
トークレベルのラウドネスメータでの振れの目安　

ショートタームメータで　0LU（0LU=-24LKFS）
・平成25年４月１日　から運用開始　　年度をまたぐ番組は初回から運用開始
２）民放

民放は民放連の技術基準　T032で番組制作を行っている。
・ラウドネス運用基準　ARIB TR-B32に準拠
ターゲットラウドネス値＝-24LKFS、運用上の許容値＝　±

1dB
平均ラウドネス値の下限　-28LKFS
・課題：音楽番組などでMCと音楽のレベルが自然に感じるよ
うレベルの工夫が必要。

NHK民放連各社ともターゲットラウドネスレベルや許容範囲
は国際基準と同じであり、今後はTV各社の音量差は理論的に
は少なくなる。

ラウドネスと実際の制作

民放連からは各種CMとそれをターゲットラウドネスで制作した場合の音量感や音質
について、また、NHKからは番組「ソングス」と「ミュージックジャパン」の素材を
用いて同じくターゲットラウドネス値での制作を行った場合の実例の紹介があった。

松永氏の資料によるとダイナミックレンジを圧縮しレベルを
上げる事を目的として制作されたCMはターゲットラウドネス
値である-24LKFSにすると、結果として普通のダイナミックレ
ンジで制作されたものに比べ明瞭度が下がり抑揚が乏しい印象
になる事が分かった。

日本放送協会
岡本幹彦氏

株式会社フジテレビジョン
松永英一氏
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下図はダイナミックレンジが狭い（音圧レベルを上げて制作された）素材の例であ
る。従来は音圧レベルを上げて目立たせようとコンプレッションを過剰にかけた例が
多く見られたが、-24LKFSにそろえるために全体のレベルが下がってしまうため結果
として明瞭度が下がり抑揚の乏しい印象を与えることになった。

NHKからは音楽番組「ソングス」や、「ミュージックジャパン」の例が紹介された。
ターゲットレベル-24LKFSにするためにはMCと音楽のレベルの取り方に工夫が必要な
事例が紹介された。また、カラオケ再生と生の唄という制作が中心の「ミュージック
ジャパン」の場合はCMの制作の場合と同じく過度な圧縮を行った音楽素材はレベルを
下げざるを得ず、結果として音楽がもの足りなくなる事が分かった。

音楽ミックスにおける課題

音楽制作を主とする我々JAPRS会員の制作手法は放送局のラウドネス運用に伴い録
音、特にミックスやマスタリングにおいて従来のやり方で問題はないだろうか？
CD制作の現場では、2000年代に入ってから最終ミックスあるいはマスタリング時に

音圧を過度に上げる傾向が見受けられる。そのような音源がTVで使用される場合、上
記したように全体のレベルが下げられ印象の乏しいものになってしまう可能性が高い。
それではなんのために音圧レベルを上げたのか分からなくなる。
音圧を上げる＝ダイナミックレンジが小さくなる、という事をもう一度認識し、今

後はメディア毎に最適なダイナミックレンジを何処に持って行けばいいのかを研究し、
作品制作にあたる必要があるだろう。
もう一つラウドネスの考え方の中にはLRA（ラウドネス・レンジ）という指標があ

る。
プログラムがどれだけのダイナミックレンジを持っているかという値であるが様々

な音楽のダイナミックレンジを測定する中でどれくらいのダイナミックレンジが家庭
環境であるいは放送で適切であるのか、今後音楽を専門とする我々も深い考察が必要
になるであろう。ラウドネスの考え方は放送だけでなくCD制作におけるミクシングや
マスタリングにも今後大きく影響を与えて行く事が、今回の技術交流会の中で明らか
になった。
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１．会員数（平成25年４月１日現在)
正会員（法人） 25法人　　　　　正会員（個人） 20人
賛助会員Ⅰ　　　　41法人　　　　　賛助会員Ⅱ　　　　　２法人

２．入会
①賛助会員Ⅰ
○株式会社エムアイセブンジャパン　　　　　　　　　　　平成25年４月１日付

３．退会
②賛助会員Ⅰ
○ＳＦＩリーシング株式会社　　　　　　　　　　　　　　平成25年３月31日付

４．法人・会員代表者および住所変更、その他
①法人正会員
○運営会社変更の件
（旧）タワーサイドＡスタジオ、Ｃスタジオ

株式会社サンライズミュージック
（新）サウンド・シティアネックス

株式会社サウンド・シテイ
○代表取締役変更
株式会社東急文化村

（旧）渡辺 惇（相談役）
（新）升田 高寛（代表取締役社長）
○代表取締役社長、会員代表者変更
株式会社宝塚クリエイティブアーツ
古澤 真（代表取締役社長）
渡部 一比兒（会員代表者）

②賛助会員
○協会担当者変更
学校法人東京安達学園 専門学校東京ビジュアルアーツ

（旧）田中 孝
（新）峯岸 太一（キャリアサポートセンター主事）
○代表取締役、会員代表者変更
株式会社エス・イー・エス
小池 裕之（代表取締役）
上栗 慶子（会員代表者）

③役員
○所属変更
尾本 章
九州大学芸術工学研究院コミュニケーションデザイン科学部門

会 員　動　向
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５．その他
○移転
一般社団法人 日本シンセサイザー・プログラマー協会
〒160-0023 東京都新宿区西新宿6-12-30 芸能花伝舎３F
TEL:03-6302-0684 FAX:03-6302-0685

○事務局長変更
一般社団法人 日本オーディオ協会
（旧）柚賀 哲夫
（新）五十嵐 裕史
○住所変更

下川 晴彦
〒154-0023 東京都世田谷区若林1-8-2（有）タクトミックス
TEL:03-3414-1934 FAX:03-3414-1981

○代表取締役変更
株式会社EMIミュージック・ジャパン
代表取締役社長兼CEO 小池 一彦　　　　　　　　　 平成25年１月15日付

○支部長変更
AES日本支部
支部長　　山崎 淳（タックシステム（株））
副支部長　染谷 和孝（（株）東海サウンド）

○法人格統合による事業所体制
ユニバーサルミュージック合同会社
青山 OFFICE（旧ユニバーサルミュージック）
〒107-8583 港区赤坂8-5-30
経営企画本部、ビジネスアフェアーズ本部、ニュービジネスディベロップ・
メンチ、セールスマーケティング・本部、ユニバーサルミュージック/EMIミ
ュージック邦楽・洋楽各レーベル、サプライチェーンマネージメント本部、
ユニバーサルミュージックスタジオ、ユニバーサルミュージックパブリッシ
ング

赤坂 OFFICE（旧ＥＭＩミュージック・ジャパン）
〒107-8583 港区赤坂5-3-1
人事総務本部、経理本部・サプライチェーンマネージメント本部
情報システム本部、セールスマーマーティング、開発本部

○人事異動
渡辺 昭人（旧ＥＭＩミュージック・ジャパン）
ユニバーサルミュージック合同会社
邦楽編成業務部管理本部 録音＆映像グループ
〒107-8583 港区赤坂8-5-30

○代表取締役変更及び創業者退任の件
ローランド株式会社
（旧）田中 英一
（新）三木 純一
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創業者（梯 郁太郎）
ローランド株式会社 RSGカンパニー会長退任
（公益財団法人ローランド芸術文化振興財団理事長は留任）

○移行
（旧）社団法人全日本テレビ番組製作者連盟
（新）一般社団法人全日本テレビ番組製作者連盟（平成25年４月１日付）
○担当者変更
経済産業省　商務情報政策局 文化情報関連産業課（メディア・コンテンツ課）

（旧）早乙女 愛佳（特許庁 総務部秘書課へ異動）
（新）石井 清乃（係長）
○移転
尚美学園大学 情報表現学科 客員教授 千葉 精一
〒350-1110 埼玉県川越市豊田町1-1-1
TEL:049-246-2700

○移転
一般社団法人日本舞台音響家協会（平成25年４月１日付）
代表理事　渡邊 邦男
代表理事　市來 邦比古

○移転
株式会社ミュージックエアポート（平成25年４月30日業務開始）
〒151-0061 渋谷区初台1-34-14 初台TNビル３F
TEL:03-5302-0371 FAX:03-5302-0372

○協会名変更
（旧）日本フィルムラボ協会
（新）日本デジタル・フィルムラボ協会

会長　佐伯 秀一
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